
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッショングッズ専攻科（ジュエリー選択） 

科目名 ジュエリーデザインⅢ 

単  位    ４単位 

授業期間 （通年） 
 
担当教員(代表)：大工原 睦 共同担当者：   

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・ ジュエリーにおけるデザインワーク、コンセプトプランニングの演習により、インプット力、アウトプット力の強化 

・ デザイン発想力の向上 

・ プレゼンテーション力の強化  

・ 思考力、実践力の強化 
  

【授業計画】 

 

１. 様々な石に合わせたジュエリーデザイン演習                 <２コマ×１４回> 

     指定されたテーマに合わせたジュエリーデザイン 

     思考力、発想力の強化 

     デザイン→図面の作成→指示書の作成 

プレゼンテーション 

     他者への伝え方 

 

２. コンテストデザイン画                    <２コマ×４回> 

     ・アンカットジュエリーデザインコンテスト 

       ・学内コンテスト 

     他 

     

     「コンテスト」のためのデザインアプローチ 

     コンセプトメイキング 

     伝わるデザイン 

    

３．マイ・コレクション                      <２コマ×１１回>  

       過去に学んだ全ての技法を駆使し完成へと導く 

       コンセプトメイキング 

       <ジュエリー制作実技 bⅢと連動> 

        ・実用性 

        ・着装性 

        ・アート性 

        ・自己表現の探求 

卒業制作へ展開 

    <卒業研究・創作と連動> 

    

 
【評価方法】  S～C・F評価  学業評価 80% 、 授業姿勢 20% 

 
主要教材図書               なし   

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 大工原 睦 

 

授業の特徴と担当教員紹介  
ジュエリー制作における金属加工技術の習得 
本校を卒業した教員が担当 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 ジュエリ―aⅢ 

単  位   ６単位 

授業期間 （通年） 
 
担当教員(代表)：筋野 久之 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

学生の自由な発想を時代の流れに融合し制作の完成度を追求、社会の変化に柔軟に対応する事を目標とする。 

  

【授業計画】 

彫り留めに必要な基本的な知識、必要最低限な工具の制作、 

プラチナ地金・ゴールド地金を使ったオリジナルジュエリーの制作、卒業制作に取り組む 

 

 

1. 彫り留めに必要なハイスによるタガネ制作 毛彫り・片切・・・・４×２コマ       ・講義、実習 

 

  

2.  彫り留めの基本・ジルバー地金にジルコニアを３ピース留める・・・・５×２コマ       ・講義、実習 

 

 

3. 彫り留め技法の応用・オリジナルデザインに彫り留めにて装身具の制作・・・・５×２コマ       ・講義、実習 

    

 

4   バチカン模写・決められた４つの中から１つを選び忠実に再現 

（テクニック・観察力を鍛える）・・・・５×２コマ   ・講義、実習 

 

 

5.   プラチナ地金・ゴールド地金を使ったオリジナルデザインにて装身具の制作・１ｇジュエリー 

    決められた地金の量にて装身具を制作、今までとは逆の制作工程になる。 ・・・・５×２コマ   ・講義、実習 

 

 

       

 
【評価方法】  

             S～C・F評価  学業評価 80% 、 授業姿勢 20% 

 
主要教材図書        なし           

参考図書  

その他資料  
 

記載者氏名 筋野 久之 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッショングッズ専攻科（ジュエリー選択） 

科目名 ジュエリー制作技術 bⅢ 

単  位    ８単位 

授業期間 （通年） 
 
担当教員(代表)：大工原 睦 共同担当者：   

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・ ジュエリー制作におけるワックス素材の扱いと基礎的技法の習得。 

・ ジュエリー制作における用具の扱い方を制作実習にて習得する。 

・ ジュエリーにおける金属加工のための技法、及び技術の習得。 
  

【授業計画】 

 

１. アンティークジュエリーテクニック              <２コマ×１１回> 

「フィリグリー」 

金属加工技術の錬磨と向上 

アイテム自由 

 

２. 金属伝統的テクニック                    <２コマ×７回> 

     「木目金」の研究 

      金属加工技術の錬磨と向上 

      リングの作成 

 

３. 金属伝統的テクニック                    <２コマ×６回> 

     「緋銅」の研究 

      金属加工技術の錬磨と向上 

    

 

４．マイ・コレクション                      <２コマ×３２回>  

       過去に学んだ全ての技法を駆使し完成へと導く 

       コンセプトメイキング 

       <ジュエリーデザインⅢと連動> 

        ・実用性 

        ・着装性 

        ・アート性 

        ・自己表現の探求 

卒業制作へ展開 

    <卒業研究・創作と連動> 

    

 
【評価方法】  S～C・F評価  学業評価 80% 、 授業姿勢 20% 

 
主要教材図書               なし   

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 大工原 睦 

授業の特徴と担当教員紹介  
ジュエリー制作における金属加工技術の習得 
本校を卒業した教員が担当 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 ジュエリーCAD II 

単  位    1単位 
授業期間 前期 

 
担当教員(代表)：雨宮 宏晃 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 
前年度に習得した基本技術を、問題演習を重ねる事でソフトの理解を高めより実践的な技術へと持っていく。 

教員による問題の解説をし、現場の技術も習得することを目標にする。 

  
【授業計画】 

・問題演習 講義 15コマ 

 
【評価方法】  

出席20％ 学業評価50％ 授業姿勢30％  

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料   独自のテキスト 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
 特徴:現役の CADオペレーター OEM・自社ブランドの展開をしており CAD以外での経験を講義できる 
 担当教員紹介:文化服装学院工芸科卒 卒業後ジュエリーの会社に加工職人として勤務、途中ジュエリーCADを扱う会社に転

職し8年勤務 CADだけでなくジュエリー全体の実務を伝えられるよう目指す    
 

記載者氏名  雨宮 宏晃 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 選択 バッグ 

単  位    6 単位 

授業期間 （ 後期 ） 
 
担当教員(代表)：菊池 明子 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

 2年間の知識を基に、さらに高度なデザイン力、パターンメーキング力、縫製テクニックの取得を目指し、 

企業で即戦力として活躍できるスキルを身につけることを目標とする。課題テーマは、各自が応用・発展しやす

いように設定し、オリジナリティーのある作品制作を行う。 

 
  

【授業計画】 

 

 

バッグデザインⅢ      通年 4 単位 

バッグパターンメーキングⅢ 通年 4 単位 

バッグ制作実技ⅢA     前期 4 単位 

バッグ制作実技ⅢＢ     後期 6 単位 

 

 1. 基礎縫い（丸手 6 種類）          制作実技                 6 コマ  

 2. 自分のための通学バッグ         デザイン・パターンメーキング・制作実技      25 コマ  

 3. 口金ダレスバッグ            デザイン・パターンメーキング・制作実技    34 コマ 

 4. 〇〇のための○○バッグ         デザイン・パターンメーキング・制作実技      37 コマ 

 5. ピッグスキンを使用したバッグ      デザイン・パターンメーキング・制作実技      20 コマ 

 6. バザー作品               デザイン・パターンメーキング・制作実技      23 コマ  

 7. エキゾチックレザーを使用したバッグ   デザイン・パターンメーキング・制作実技      47 コマ  

 8. バックパック （量産技術）       制作実技                                                   20 コマ 

 9. 卒業制作（マイコレクション）        デザイン・パターンメーキング・制作実技     40 コマ 

（卒業研究・創作 60 コマと連動） 

 
【評価方法】 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 
      デザイン、パターンメーキング、制作実技・・・学業評価（課題作品）80％、授業姿勢（出欠状況、授業態度）20％ 

       

  
 
主要教材図書   文化ファッション体系 ファッション工芸講座③ バッグ 

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
学んできた知識の基、各自が自由な発想からオリジナリティーあるバッグのデザイン・制作を行う。 
学年末に集大成として、作品を発表する卒業制作作品展示を行う。 
担当教員：同校のファッション工芸科を卒業後教員 

 
記載者氏名  菊池 明子 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 FG専 3年 1組 

科目名 バッグ特殊技法演習 

単  位    1単位 

授業期間   （ 前期 ） 
 
担当教員(代表)： 角森 智至 共同担当者： 菊池明子 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

革小物（財布、カードケース等）の基礎知識と、専門的な縫製テクニックの習得を目標とする。 

小物制作特有の革漉きや縫製準備、ミシン縫製など制作実習を通して学ぶ。また、就職先業界の製造現場で使用

している裁断機（クリッカー）を使用した裁断実習を行い、機械の使用方法を身に付ける。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

      1． 2つ折れ財布             10コマ       制作実技 

2． カードケース             4コマ        制作実技 

 

 

 
【評価方法】  

        S～C・F評価  評価基準： 学業評価 80％ 、授業姿勢 20％  

 
主要教材図書        なし           

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名  角森 智至 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
革小物（財布、カードケース）の制作をとおして、基礎知識と専門的な縫製テクニックを学ぶ。 
 

文化服装学院バッグデザイン科を卒業後、土屋鞄製造所に入社し、革製品の職人として約 8年間勤務。在職中に革製品の開発

生産に関する業務を幅広く経験。2017年 1月より objcts.ioの製品開発責任者兼デザイナーとして企画デザイン、製品開発、

生産品質管理に携わっている。“ものづくりの上に成り立つ個性”をデザインのコンセプトに、使い手の感性を刺激し、スタイ

ルをアップデートする製品を作り出している。 

 

２０２２年 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 選択 シューズ 

単  位   合計 19単位 

授業期間    通年 
 
担当教員(代表)：宮原 勝一 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

 2年間の知識、技術を基に、さらに高度なデザイン力、パターンメーキング力、制作技術の取得を目指し、 

企業で即戦力として活躍できるスキルを身につけることを目標とする。課題テーマは、各自が応用・発展しやす

いように設定し、オリジナリティーのある作品制作を行う。 

 

  
【授業計画】 

 

 

シューズデザインⅢ      通年 4 単位 

シューズパターンメーキングⅢ 通年 4 単位 

シューズ制作実技ⅢA      前期 4 単位 

シューズ制作実技ⅢＢ     後期 6 単位 

 シューズ特殊技法演習     通年 1 単位 

 

 

 

 

１. 自分のためのパーティーシューズ      デザイン・パターンメーキング・制作実技      58 コマ  

 

 2. 加硫ゴム製法によるスニーカー       デザイン・パターンメーキング・制作実技      72 コマ 

 

 3. バザー作品（ルームシューズ）       デザイン・パターンメーキング・制作実技      10 コマ  

 

 4.. オリジナルラストによるシューズ      デザイン・パターンメーキング・制作実技      83 コマ  

 

 5. 卒業制作（マイコレクション）         デザイン・パターンメーキング・制作実技      60 コマ 

（卒業研究・創作 60 コマと連動） 

 
【評価方法】 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 
      デザイン、パターンメーキング、制作実技・・・学業評価（課題作品）80％、授業姿勢（出欠状況、授業態度）20％ 

       

  
 
主要教材図書   文化ファッション体系 ファッション工芸講座② シューズ 

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴：学んできた知識、技術の基、各自が自由な発想からオリジナリティーあるシューズのデザイン・制作を行う。 

学年末に集大成として、作品を発表する卒業制作作品展示を行う。 
担当教員：シューズデザイン科専任教授      一般社団法人足と靴と健康協議会認定バチェラーシューフィッター 

シューフィッター養成講座技術指導員  シューフィッタークラブ（SFC）会員   職歴：大塚製靴（株） 

 
記載者氏名 宮原 勝一 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ 605550 

科  名 ファッショングッズ専攻科 3年 

科目名 ファッショングッズマーチャンダイジング 

単  位   ２ 単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)：   長井 恵子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

1. 実際のマーチャンダイザーの業務内容を通して、マーチャンダイジング計画の重要性と理解を深める。 

2. 各自でマップや計画書を作成し発表することで、実践力とプレゼンテーション力を養う。 
  

【授業計画】 

Ⅰ. マーチャンダイジング基本計画   講義（６コマ） 

① マーチャンダイジング計画の基礎・・・マーチャンダイジングの定義 

② マーチャンダイザーの役割・・・マーチャンダイザーの業務、市場の基礎知識 

Ⅱ. 情報収集と分析   講義（５コマ） 

① 情報収集活動・・・市場での情報収集活動、ファッション市場情報源（情報収集の重要性） 

② 情報の分析・・・市場情報源、情報の分類 （分析結果の活用） 

Ⅲ. 情報収集活動の実践   マーケットリサーチから分析結果のプレゼンテーション（７コマ） 

① マーケットトレンドの分析 

・流行っていることの理由を考える → プレゼンテーション 

② マーケットリサーチから結果を分析 

・都心型ＦＢ、郊外型ＳＣをリサーチ・・・リサーチ報告書作成 

・結果分析・・・リサーチ結果に基づき各ターゲット客層のニーズ分析報告書を作成 

・プレゼンテーション・・・各自発表後、全体でディスカッション 

Ⅳ. バッグマーチャンダイジング計画   講義（７コマ） 

① 商品計画・・・ブランド計画、シーズン計画、商品構成計画 （店頭、市場とリンクした計画） 

② 計数計画及び店頭計画・・・生産計画、計数管理、販売・ＶＭＤ計画 （クリエーションの数値化） 

Ⅴ.  マーチャンダイジング活動の実践   ＭＤ計画及び商品企画の作成 （５コマ） 

① 商品企画及び販売計画の作成及びプレゼンテーション 

・商品企画及び販売計画・・・テーマに基づきデザイン考案及び販売計画案を作成 

・プレゼンテーション及びディスカッション・・・各自発表し意見交換 

② ＭＤ計画の作成及びプレゼンテーション 

・情報収集及び分析・・・コレクションにおけるトレンド分析 

・マーチャンダイジング計画の作成・・・分析結果からシーズンイメージマップ及びＭＤ計画書を作成 

・プレゼンテーション・・・各自で発表後、全体でディスカッション 
 
【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価   学業評価：７０％、授業姿勢：３０％ 

すべての課題について評価し、特にⅤ.の「商品企画及び販売計画」「マーチャンダイジング計画」を重視。 

 
 

主要教材図書     なし 

参考図書       なし 

その他資料      なし 
 

 

記載者氏名    長井 恵子 

 

授業の特徴と担当教員紹介     

現在ファッション雑貨の現場で仕事をしているため、今の状況や旬な情報を踏まえた内容で進行。   

大手アパレルにて雑貨 MD を長年経験後独立しフリーランスに。 現在は大手アパレル及び商社等の企画支援を行っている。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 
科目ｺｰﾄﾞ 500000 

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 ファッショングッズクリエーション 

単  位   ４ 単位 

授業期間 （ 通年 ） 
 
担当教員(代表)： 山内 祐子 共同担当者： 宮原 勝一  菊池 明子  大工原 睦 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッショングッズに関する幅広い知識を習得する。 

1，2年次で触れていない材料や制作方法を知ることで、各専門アイテムにおけるデザインの幅を広げると共に、 

新たなグッズの発想や制作する力を身に付ける。   

  
【授業計画】 

 

１．かご編み 

組む・織る・編む・もじる・などの構造について理解する     講義・演習・実習・・・10コマ 

   技法に合った材料を用いた作品制作  

 

２．ベルト                             

   一般知識（素材・サイズ・止め方の種類等）           講義・実習・・・22コマ 

   パターンの取り方・バックル制作・縫製技法  

     バックル制作指導・・大工原 睦 

     皮革縫製指導・・・・菊池 明子 

 

３．手袋・ラムレザー 

   一般知識（素材・サイズ・用途別種類等）            講義・実習・・・１２コマ 

   パターンの取り方・縫製技法   

 

４．ヘッドピース 

   芯地の立体加工                        講義・演習・・・4コマ 

   表素材の用い方 

 

５．アイテム提案－自由作品 

別の選択アイテムの学生とグループを組み、一つのテーマの基、  講義・実習（グループワーク）・・・１２コマ 

ファッショングッズをトータルに表現をする 

  シューズ関連制作指導・・・宮原 勝一 

  バッグ関連制作指導・・・・菊池 明子 

  ジュエリー関連制作指導・・大工原 睦 

  ヘッド関連制作指導・・・・山内 祐子 

 
【評価方法】  Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

            学業評価７０％・授業姿勢３０％ 

 
 
主要教材図書              

参考図書 ・「バスケタリーの定式かごの形自由自在」住まいの図書館出版局・「SOEN EYE・アクセサリー」文化出版局 
・「福島令子の手袋」(株)用美社・「私の手袋博物館」暮らしの手帳社 

その他資料 DVD「手袋」のできるまで「ベルト」のできるまで 一般社団法人日本皮革産業連合会 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
 各専門科目以外のファッショングッズを学ぶことができ、さらに学生相互に自身の専門以外の情報交換ができる機会です。 

各アイテムの専門講師が指導できる体制をとっています。 
 
記載者氏名  山内 祐子 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 
      

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 ビジュアルプレゼンテーション 

単  位     １    単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)： 

         丸島 優理 

共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・VP の社会的な役割を理解し、コンセプトやイメージに基づいたプランニング～実行までの作業を行う 

・ターゲットや目的を明確にしビジネスに近い提案方法を実践する 

・ピンワークのテクニックを学び VP や作品作りに活かす 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

・VMD 概論（VP・PP・IP） 講義/実習 4    

・ピンワーク基礎実習 マネキン 1 体 

（アンビエ・ドゥブルビエ・ドレープ） 

実習     

（ギャザリング・タッキング） 実習     

5 つの手法を使用して演習  ★評価 実習     

・VP 個人演習（課題説明・参考画像） 講義/演習 4    

プランニング 演習     

演習             ★評価 演習     

 演習     

・VP グループ演習（課題説明・参考画像） 講義/グループ活動 6    

プランニング（コンセプト・イメージ etc） グループ活動     

演出小道具準備 グループ活動     

演出小道具準備 グループ活動     

グループ毎に演習        ★評価 グループ活動     

 グループ活動     

 
【評価方法】  

① 完成作品  ②コンセプトシート ③授業態度 ④出欠状況  総合的に評価 

 

 
主要教材図書                   

参考図書 文化ファッション講座ピンワーク etc 

その他資料 オリジナル PowerPoint、参考画像 
 

記載者氏名 丸島 優理 
 

授業の特徴と担当教員紹介  
コンセプトやターゲットを明確にし、より実践的な思考でビジュアルプレゼンテーションの効果を学ぶ。 

アパレルブランドの VMD、バイヤーを経て、現在は服飾雑貨の MD として勤務しております。 

２０２2 年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 コンピューターワーク 

単  位 １ 単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：飯塚 有葉 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

１．Wordの操作方法を習得し、ビジネス文書の作成力を身につける。 

２．Excelの操作方法を習得し、関数や計算式を利用して効率よくデータを分析する力を身につける。 

  
【授業計画】 

 

１. Wordの基本操作：３コマ 

社内文書の作成 

 

２. 表付き文書の作成：２コマ 

 

３. Excelの基本操作・発注書・請求書の作成：４コマ 

 

４. Excelの数式・関数について：４コマ 

売上表の作成と集計 

 

５. グラフの作成について：２コマ 

 

 
【評価方法】  

学業評価 ６０％、授業姿勢 ４０％ 

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料   使用ソフト Microsoft  Word2019/Excel2019 
 
授業の特徴と担当教員紹介 講義と実習を交互に行い、実際に PCを操作しながら Word・Excelの使用方法を身につける授業

です。担当教員は、デジタルプリントデザインを専門としており、消耗品・プリント料金の集計等の日常業務
で身に付けた作業効率を高める PCスキルを授業に活かしています。 

 
記載者氏名  飯塚 有葉 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 
科目ｺｰﾄﾞ 202450 

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 マテリアルワーク 

単  位   ２ 単位 

授業期間 （ 前期 ） 
 
担当教員(代表)： 山内 祐子 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

従来の材料にとらわれず、独自のデザイン発想から素材を生かした表現方法を考えられる力を養う。 

２年次までの専門アイテムの幅を広げられるように装飾的な表現で用いられる材料の特徴や制作方法も理解 

する。 

 
  

【授業計画】 

 

１．糸からモチーフ（面）を作る 

ニットの一般知識                            講義・演習・・・５コマ 

かぎ針編みの基礎 

 

２．水溶性シートを用いたレース調の素材表現               講義・演習・・・１コマ 

              

３．羽根についての知識と用い方                       講義・演習・・・１コマ 

           

４．皮革の加工研究 

    立体加工と表面加工                           講義・演習・・・８コマ 

                       

５．毛皮についての知識と用い方                        講義・・・２コマ 

 

６．素材研究 

リネアペレのサンプルを基に、素材の表現を研究、試作する   講義・演習・・・８コマ 

     

７．標本制作 

    １～6 で演習したものを、一つの見本帳にまとめる          講義・実習・・・４コマ 

    形態は自由 

    （夏期休暇も利用する） 

 
【評価方法】  Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

            学業評価７０％・授業姿勢３０％ 

 
 
主要教材図書              

参考図書  文化ファッション大系服飾関連講座⑧「手芸」・文化ファッション大系アパレル生産講座⑭ニットの基礎技術 
 

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介  
 いろいろな角度から素材の用い方や加工について、試作を行います。 

 
 
記載者氏名  山内 祐子 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ 501250 

科  名 ファッショングッズ専攻科  

科目名 アイテムデザイン画  

単  位     1単位 

授業期間  前期（    ） 
 

担当教員(代表)：河西 惠美子 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

創る可能性を様々な角度から考え、作り、デザイン展開していくことを目標とする。独自の発想をより具体的に 

クリエイションし、テクニックや構成力を強化していく。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

[紙からの造形デザイン]  …3コマ 

●形を具体化にデザイン 

…紙の無の状態から形を作り、立体状の凹凸のディティールやフォルムをデザインに表現 

 

[創作デザイン及び企画構成] …デザイン発想の資料収集と探求、バリエーションデザイン表現の強化 

●グッズアイテムデザイン  … 4コマ 

 

   …バッグ・シューズ・アクセサリー等のアイテムデザインをトータル構成でデザイン 

●素材コラボレーション研究デザイン     …4コマ 

    …異素材展開や新たな素材使いのデザイン研究等、各自のテーマで構成まとめ 

 

●コンテスト応募作品    …3コマ 

 

 [時間内課題] …1コマ 

 ●前期デザイン画試験 

 

 
【評価方法】 [S～C・F評価] 

評価基準：学業評価80％（課題作品提出物と前期試験）、授業姿勢20％（出欠状況,授業態度を考慮） 

 
主要教材図書 :特になし                 

参考図書  

その他資料 : その他資料：ファッション雑誌、著名アーティスト作品写真等 
 

 

記載者氏名  河西 惠美子 

 

授業の特徴と担当教員紹介 [特徴]…アイテムデザインの強化習得。企画構成へのクリエイション展開。 
[担当教員]…学院の F・デザイン専攻科卒業後、専任講師として勤務。 その後、ジュエリー会社
にてデザイナーを経て、現在非常勤講師として勤務。     

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 特別講義Ⅲ 

単  位    1単位 

授業期間   通年 
 
担当教員(代表)：山内 祐子 共同担当者： 菊池 明子 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

 ファッション全般に渡る、トレンド情報やプロダクトデザイン、またグッズに関わるクリエーターや企業 

デザイナーの仕事、特殊機材やその活用方法など、多方面にわたる講師による講義や演習を通して、専門科目 

のより一層の充実を図ることを目標とする。 

 
  

【授業計画】 

 

1. 流行色解説                      講師：流行色協会講師  講義 2 コマ 

2. 企業＆マーケットを調べてから、販売まで考える講義   講師：市川 和海    講義 4 コマ 

3. CAD について                     講師：宮澤 国博      講義・実習 3 コマ 

4. 商品を売り込む PR 方法について            講師：大田 全里    講義 1 コマ 

5. 撮影テクニック                    講師：尾島 敦     実習 4 コマ 

6. 皮革のメンテナンス                  講師：静 孝一郎    講義・実習 1 コマ 

 

 
【評価方法】  

Ｐ評価  学業姿勢・出欠状況・レポート提出 の状況を基に、是非を決定する 

 
 
主要教材図書             なし 

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  

学内外の多方面にわたる講師による講義・実習 

 
記載者氏名  山内 祐子 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 選択・インターンシップ 

単  位   1～4 単位 

授業期間 （ 通年 ） 
 
担当教員(代表)：山内 祐子 共同担当者： 菊池 明子 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

  

 企業研修を通して、実践の場から業界の仕事を確認するとともに、学校教育では体験できない実務を学ぶ。 

 また、社会人としてのマナーを身につけ、就職に対する意識の向上とともに、就職に結びつける機会にする。 

  
【授業計画】 

 

・研修先 

 選択コースに関連する企業 

 

・期間 

 長期休暇中（夏休み・冬休み） 

 1 週間～4 週間 

（受け入れ先企業により異なる） 

 

 

・研修内容 

  工場見学 

  工場実務作業 

  実務作業補助 （デザイン、制作、営業、生産管理など） 

  商品の検品 

（受け入れ先企業より組まれる） 

 
【評価方法】  

 P 評価  出欠、研修報告 

※学生の希望、及び企業の受け入れ状況を考慮し、自由選択とする。 

 
 
主要教材図書             なし 

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  

企業研修を通して、実践の場から業界の仕事を確認するとともに、学校教育では体験できない実務を学ぶ。 
   

 
記載者氏名  山内 祐子 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GJ3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッショングッズ専攻科 

科目名 卒業研究・創作 

単  位    6 単位 

授業期間 （ 後期 ） 
 
担当教員(代表)：山内 祐子 共同担当者： 菊池 明子 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

  

 3年間の集大成として各自が研究テーマを設定し企画デザイン創作する。また、展示発表を通して企画、運営

方法とチームワークの重要性を学ぶことを目標とする。 

 
  

【授業計画】 

 

 

 

平常授業  4 単位   

平常授業後 2 単位 

 

・選択科目を中心に、各自がテーマを設定し、デザイン・創作を行う。 

  

・作品点数は、選択科目によるが 3～4 点、又はそれに見合う作品制作。 

 

・展示発表の企画、運営 

 係を設定し、担当の仕事を遂行しながら、チームとして活動する。 

 

 
【評価方法】 S～C・F 評価  学業評価 80％ ・ 授業姿勢 20％ 

  

 
主要教材図書             なし 

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  

3年間の集大成として各自の研究テーマに基づきデザイン創作、展示を行う。 
教員は、本校を卒業した専任講師、専門の非常勤講師が担当 

 
記載者氏名  山内 祐子 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
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